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綾部　夏休み中の時間をいた
だきありがとうございます。
さっそくですが、六月の校友
会総会の折に草間貞副学長が
祝辞の中で「さすが芸術学部、
日本大学での学生調査の結果
がトップでした」とおっしゃ
いましたけど、あれって何の
ことでしょうか。
野田　ああ学生生活実態調査
のことですね。三年に1回、日
本大学の14学部と通信、短大
を加えて、無作為抽出した学
生たちに、その意識や行動を
調査するアンケートのことで
す。
綾部　80パーセントで一番と
いうのは？
野田　その調査の項目の中に
今の学部に入ってよかったで
すか？学生生活は充実してい
ますか？教員の教え方には満
足していますか？といったも
のがありまして、これには、多
くの学部で50パーセントから
60パーセントの学生が満足し
ているという回答でした。そ
のことを指してトップとおっ
しゃったのだろうと思いま
す。芸術学部では80パーセン

トの学生が満足していると回
答しました。草間副学長はこ
の報告書の委員長を務めてい
られますので。
綾部　もう一つ、今年のオー
プンキャンパスに6千人近い
人が来たと耳にしました。近
年よく聞くこのオープンキャ
ンパスとは何でしょうか。私
達の時代にはありませんでし
た。
野田　そうですね。
綾部　大学を開放して、誰で
も大学内を見学していいって
行事ですか。
野田　いえいえそうではあ
りません。芸術学部ではこの
オープンキャンパスを含めて
年三回の入試関連の説明会を
行なっています。学内の設備
や施設等の概要から、中には
模擬授業や直接機材に触れさ
せたりとか、総合的に、大学の
内容を見せ、体感してもらお
うという催しです。
綾部　それに6千人近い人が
来たら大変だったでしょう。
野田　一挙に押しよせるとい
う訳ではありません。大ホー
ルで全体説明会は3回に分け

て行いますし、各学科それぞ
れに時間帯を考慮して、授業
や発表、相談会などをやって
いますから。
綾部　受験生が大学選びの参
考にするために来るんでしょ
うか。最近は親ごさんも多い
と聞きましたが。
野田　そう三分の一位は保護
者同伴ですね。うちの特色と
しては、高校生でも一、二年生
から、中には中学生も来てい
ます。将来の受験候補生も来
ているんです。また、予備校や
高校の先生も見えてるんです
よ。ただ、残念なことに、オー
プンキャンパスに多く来たか
らと言って、かならずしも受
験者数が多くなるという訳で
もありません。
綾部　前回89号の続きになり
ますが、江古田で大学生活の
四年間をすごす通年化につい
て、その後の進捗をお聞かせ
下さい。
野田　平成30年の4月を目標
に通年化に取組んでゆきま
す。正式には日本大学本部へ
の内申で了承されてからとい
うことになりますが。
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綾部　そうなりますと、現在所
沢にいる学生さんが江古田に
来て約二倍の学生数というこ
とになるんですか。
野田　ですから教室も設備も
足りません。今の学食棟を建て
なおして四階建てにしたり、大
ホール横の今は駐車場の所に
三階建てを増築するつもりで
います。
綾部　三年前にリニューアル
が完成し、それも予定には無
かった練馬病院跡地に大ホー
ルを建てたり、財政面でも大変
ですね。
野田　30年4月から動き始める
となると28年位から案内に載
せなくてはなりません。本部へ
の内申が了承されても、着工は
二年経たないとできませんか

ら。今年度中には内申するつも
りです。
綾部　えっ、そうなんですか。
野田　ですから了承されたら、
これから2年間位の間で、学部、
学科は通年化成功の為の必死
の努力を強いられます。縮小す
べきは縮小し、充実すべきは充
実させる。無駄を省き、スリム
化を計るとともに新たな芸術
教育の可能性を開花させねば
なりません。あっ、それから誤
解のないように付け加えてお
きますが、設置基準上の校地面
積不足の問題も有り、これで所
沢校舎が無くなる訳ではあり
ません。所沢は所沢で残して、
今後も色々に活用していかね
ばなりません。
綾部　校友の中には、所沢校舎

はもうなくなると思ってる人
がいるようです。
野田　これからの数年間は話
合いを重ねて、生みの苦しみを
味あわねばなりません。お金も
ない、土地も無い中で、いつも
言うように芸術学部にあるの
は創意工夫と、いざという時の
教職員の団結力です。これ迄に
も様々な難局をこの日芸の教
職員力で乗り越えてきました。
これだけは私が声を大きくし
て自慢できるところです。江古
田の「日芸復活」にご期待くだ
さい。
綾部　校友会にも何かお手伝
いさせて下さい。本日はありが
とうございました。

まとめ　綾部
写真　川村晃生

野田学部長と綾部会長
熊本江古田会にて
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第7回日藝賞記念講演 

　6月7日（金）EB-1教室において、
よしもとばななさんの記念講演会が
あった。
　同期卒という吉川次郎（映画61
卒）氏が素顔のよしもとばななさん
を引き出そうと対談形式で始まっ
た。
　学生の頃の話題が中心。朝、昼、夜
の生活で人生の勉強をし、楽しい思
い出話となった。
　様変わりした江古田ではあるが今
も市場があったり、行きつけの激辛
カレー屋さんがあったりで、深いと
ころではあまり変わっていないので
はないかという。日藝については、他
大学に比べゆとりのある学校、また
大人になってわかったこととして、
先生方は学生第一に考えていてくれ
ていたこと。将来は作家になるだろ
うと思い、とにかく、枠を設けずに誰
とでも付き合ってみたいと考えてい
た。
　学生時代に変わった人達に会うこ
とができ、そのことが人生何をやっ

てもいいと思うようにもなった。

　引き続き、山本雅男教授と作家と
しての対談となった。
　物心ついた頃から小説を書き、
作っては終わらせ作っては終わら
せることを習慣として続けていた。
大事なことは終わらせることだっ
たし、一篇一篇終わらせることで楽
になろうと努力はしてきた。暗いこ
との方が明るいことより多いが、目
の前の辛いことを10分我慢して生
きる、今読んでいる時間を10分延ば
す、そうして生き、人生は肯定される
べきものだと。自分で決めたことの
中で苦しみ生きているので、その決
めごとの枠をはずして外から見てみ
ること、それが小説によって与えて
くれることと考え、書いてきた。頭の
中で映像が作れるのは小説の良さ
で、映画を撮るような気分で小説を
書く。人の内面を書くことが得意な
のでそれを重点に書いている。振り
返らないタイプなので常に今が一番

だと思い書いている。と。
　学生との質疑応答も、文芸学科の
学生のみならず、他学科の学生より
も沢山の質問が出た。
　打ち合わせの時、学生になんとか
良いアドバイスが出来ればいいが、
とおっしゃっておられ、よしもとば
ななさんの人となりがうかがえた。
　真摯に温かく応答していただき、
会場も非常になごんだ。
　最後に、この恵まれた環境を思い
切り利用して楽しい生活を過ごして
くださいと挨拶され終了となった。

「作家への道  より道含む」 よしもとばなな
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　おめでとうございます。たくさんの
新しい体験がみなさんをよい方向に導
いてくれることを祈っています。

　私は人前でお話するのは専門外で、
文章を書くのが専門です。
　だから書いて来たものを読み上げる
形になって、一見心がこもっていない
ように聞こえるかもしれませんが、そ
うではありません。
　今日この場にいるひとりひとりに、
心から励ましの言葉を与えます。
　私にできるいちばんベストの形が、
声に出して自分の文章を朗読すること
です。
　みなさんに私の才能の全てをもっ
て、励ましの言葉をかけたいと思いま
す。

　おどかすわけではないのですが、大
学を卒業したら、なんでも自分で決め
ることができるようになるかわりに、
一生お金について考えなくてはならな
くなります。
　どのように考えるにせよ、お金と人
生が切っても切れなくなります。
　そして家族以外の、自分がたとえ死
んでもそんなに大きな影響を受けない
人たちと共に働くことになります。
　その場所を居心地よくしていくかど

うかは自分次第だとしても、社会に出
るとはつまりそういうことなのです。
　だから、この四年間は、みなさんにと
って、最後の、お金の心配をしないで、
家族の中の子どもとして金銭的あるい
は精神的に援助を受けながら、自分の
知りたいことを思い切り学べる時間で
す。

　私は自分なりにせいいっぱい大学生
活を送りましたが、自分の知りたいこ
とを勉強することも、社会に出てから
の生活を真剣に考えることもとても中
途半端にしてしまって少し悔いていま
す。
　でもここで尊敬できる生涯の友も得
ましたし、その後の人生で中塗半端は
一切許されなかったので、そのように
中途半端に過ごしてそれはそれでよか
ったと今は思っています。

　でも、私に言えることがあるとした
ら、みなさん、四年間比較的自由な時間
があれば、人はほとんどどんなことで
もできます。
　今後の人生につながるどんなことだ
って、可能なのです。
　専門的ななにかを学ぶことも、生涯
の友を得ることも、お金をかけずにた
くさん旅行して見聞を広めることも、

語学の習得も、図書館の本を全部読む
ほどの読書も、とにかく大きく開かれ
た四年間です。
　それから、ここは芸術学部です。
　昨日読んだ本にこう書いてありまし
た。
「芸術の目的は治療することである。人
を癒さない芸術は本物ではない」
　はじめは自己治癒や自己満足のため
に芸術を学んでもいいと思います。
　しかし、ここで学んだことを、社会に
出たら必ず、人のために、同胞のために
役立ててください。
　これからの時代は、ひとりひとりが
判断して自分の道を開いていかなくて
はならない、たいへんな時代だと思い
ます。
　どうか自分の頭で考え、自分の足で
歩き、人の影響を受けてもそれについ
てよく考えて、自分だけの人生を創っ
ていってください。
　ただモヤモヤ過ごしても、キラキラ
過ごしても四年は四年です。
　なので、できることなら、今の瞬間を
キラキラと受け止めて、なるべく自分
が大きく変わる四年間にしていってく
ださいね。
　心から、みなさんの成長をお祈りし
ています。

入学式スピーチより  よしもとばなな

　7月8日（月）音楽小ホールにて森
田公一さんの記念講演会があった。
　板倉駿夫先生より森田公一さんの
紹介、宮澤学部次長の挨拶で始まっ
た。
　ご本人の希望で音楽家であるので
講演より対話形式でやりたいとのこ
とで電子ピアノの前に座り、ときど

きBGMで語り弾きのようにご自身
のことを語り始めた。気がつけばピ
アノは弾け、家にあったギター、ヴァ
イオリンを自己流で覚え、高校では
トランペット、トロンボーンを学び、
音楽の先生に和声学、楽器などおし
えた。当時、日大にはオーケストラが
なかったので作曲してもなかなか音

にはならなかった。しかし、CMは
15秒から長くても2分の世界なので
作曲にスピードが増した。大卒の給
料が1万から1万2千円の時代に7万
円位働いていた。1970年代〜1980
年代の10年間で3600曲作った。自
身の感性を育てるためには、沢山の
友人を作り、型にはまるのではなく、

自身の仕事経験に基づく日本の音楽産業の構造や
ヒット曲の生み出し方について

森田公一
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平成25年度校友会総会

　平成25年度日本大学芸術学部校
友会総会が6月29日（土）午後5時よ
り東棟E101教室において開催さ
れた。
　総会は綾部会長の挨拶、続いて
議長に小泉定弘氏（写41卒）、副議
長に南岡秀男氏（写46卒）、書記に
西尾敦子氏（音平成元卒）を選出、
議事に入った。議長より会則10条
により会は成立する旨の報告が
あった。
　会務報告（川上常任幹事・総務）
決算報告（宮澤常任幹事・財務）監
査報告（箭内監事）予算案審議（宮
澤常任幹事・財務）と進行した。
　いずれも原案通り拍手を持って
承認された。
　推薦校友について。宮澤常任幹
事より住田望氏、相沢副会長より
山下兼一氏の紹介がなされ会員の
賛同を得て承認された。
　引き続き学生食堂にて懇親会に
入った。
　野田慶人学部長、草間副学長の

収入之部

4,000円×4,200人＝16,800,000
5,000円×300人＝1,500,000
総会懇親会会費・新年顔合わせ会会費　等

摘要

総会費
諸会議費
消耗品費
事務用品費
通信費
補助費
寄付分担金
印刷費
人件費
法定福利費
交通費
租税公課
本部役員会費
交流費
活動費
機械維持管理費
雑費
特別会計
減価償却費
合計

支出之部

懇親会
常任幹事会・諸会議
ゴミ袋・洗剤・ガムテープ・雑巾　他
ファイル・ノート・プリンターインク・コピー用紙　他
会報発送（在校生・卒業生）総会・会費請求切手他
学科同窓会・幹事会・総会・芸術祭・卒業生を送る会
本部校友会分担金・日本大学創立130周年記念事業募金
会報・総会・幹事会・終身会費請求書　他
事務局員給料・アルバイト代・人材派遣
労働保険・社会保険・雇用保険
事務局員通勤定期代　他
利子税
年会費（本部副会長5万・常任委員2名各3万・委員3名各2万）
組織拡充（各江古田会との交流）・各種校友活動への後援・他
学生諸活動支援・バッジ、ストラップ
メンテナンス及びホームページ改良　コピー機リース（202,080円）
会報取材費・貸金庫代・スタジオマイデザイン料　他
防災グッズ　購入・学部へ寄贈

摘要 金額（円）
660,000
200,000
20,000
30,000

4,700,000
420,000
400,000

3,000,000
4,400,000

700,000
200,000
10,000

170,000
2,600,000

550,000
350,000
400,000
500,000

19,310,000

16,800,000
1,500,000

980,000
30,000

19,310,000

金額（円）
本部よりの会費
校友会終身会費
雑収入
収入利息
合計

勘定科目

勘定科目

平成25年度（2013年度）予算

ぶちこわす精神を持ち、わき道にそ
れてみることも大事。作曲にあたっ
ては日本人の好きな音、メロディー、
常識を破る音を使うテクニックな
ど、曲ができるまでの裏話など専門

の学生にとっては、すいこまれるよ
うな講演であった。途中、青春時代、
あの鐘を鳴らすのはあなた、ひなげ
しの花、CMソング多数口ずんでも
らい沢山の曲を作り上げてきた自信

と強さと誇りが伝わり、学生との質
疑応答もあり、気がつけば、終了時間
となっていた。
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挨拶、最年長参加の中田ムメノさ
んの乾杯で始まった。
　先程推薦校友の承認を頂いた山

下兼一氏の紹介、亀井俊一氏の祝
いの唄あり、山田道子さんの歌あ
りで学内執行部、課長職以上の皆

さんにもご出席頂き、皆さんで楽
しいひと時をすごした。相沢副会
長の〆で会は終了した。
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皆さん今日は！ 平成25年度総会返信の近況報告を掲載いたしました。無断で掲載させて
頂きましたことお詫びいたします。（順不同）（　　）内は学科卒業年度です。

●高橋貞二（旧制19年度卒）
　90才になりましたので、ようや
く無職になりました。いたって元
気一杯で!!頑張っています。
●栗田直次郎（旧制22年度卒）
　入学は、工科音楽科でしたが終
戦で写真学科に変更。有楽町、サン
ニュースフォトスト社に入社。父
が朝日新聞社に勤務してた関係で
25年朝日新聞写真部に転勤。以来
平成9年朝日新聞も終了。46年間
写真と関わってきました。現在85
才。
●商家訓（写真35年度卒）
　今秋で喜寿を迎えます。今年は
第52回フジフィルム展金賞、視点
及JPC展に入選しました。写真は
趣味として楽しんでいます。今仲
間が約80名、毎年春と秋、写真展を
催しています。
●山脇義文（写真41年度卒）
　尊敬する金丸重嶺師、渡辺義雄
師に写真を学んだことを誇りに思
います。銀板・デジタルと表現手
段が変って来ました。師に学んだ
写真基礎を思い起し、今住んでい
る文化の町、奈良で写真を撮りた
いと思います。
●森信英（写真54年度卒）
　卒業して32年。会社起業し25年。
時がたつのは早いものです。日芸
出身の意欲のある若者の入社を強
く願う今日頃々。
●澤野新一朗（写真58年度卒）
　昨年秋と今年2月はNHKBSプ
レミアム「グレートネイチャー」に
出演。今年8月には、南アフリカヨ

ハネスブルグにて写真展を予定し
ています。
●阿部臨太郎（写真平成17年度

卒）
　学校向けの図工・美術教材卸業
社に勤め丸6年が経ちました。当初
は写真と全く縁がない職だと思っ
ておりましたが、そんなこともな
かった様で、現在ゆえあって小中
学校向けにデジカメを使った図工
美術の授業提案などを行なってお
ります。大学で勉強したことを思
い出しながら業務にあたっていま
す。
●二口善乃（映画30年度卒）
　恒例の「日芸二七会」を今年も2
月7日に第34回目を開催いたしま
した。傘寿を迎えた元気な仲間が
集い盛会でした。昨年10月には台
湾旅行で「台湾江古田会」の方々と
有意義な時を過ごしました。
●池田義一（映画33年度卒）
　入社3年目の27才の時、RKB毎
日で制作した芸術祭参加の意欲作

『ひとりっ子』（東芝日曜劇場）が完
成と同時に右翼の介入で放送中止
となった事件がありました。それ
から51年の今年、私たち「九州民放
OB会」から全国の仲間に呼びかけ
ながらDVD化して積極的な上映、
普及活動に全力で取組んでいま
す。
●足立純一（映画36年度卒）
　月に8日〜10日間仕事をし、ボ
ランティア活動も15年、1年半の
研修、実習をへて取得したライセ
ンスは1年更新、月1回の研修他必

要条件を満たさなければ……と
いうもの。月28〜32項目あるスケ
ジュールを楽しみながらこなして
います。
●井下啓子（映画41年度卒）
　江古田に入学して半世紀が過
ぎ、先日親しい仲間と久し振りに
昔話をしました。時代小説の佐伯
泰英が映画学科3期先輩と知り、何
故か嬉しく思っています。
●青柳省吾（映画平成4年度卒）
2013.7/18〜7/31
青柳省吾映画にがお切り絵展

「ちょきちょきシネマ」
◎鳴海要記念陶房館ギャラリーを
予定しております。
●上野和己（美術30年度卒）
　25年4月29日、春の叙勲を授与。

（旭日双光章）5月13日伝達されま
した。
●松岡義和（美術34年度卒）
　75才、3月に大空町図書館長定
年退職。作家生活に入る。
　「鬼学」（今人舎）「日本の神さま
たち」（ミネルヴァ書房）「乳幼児の
絵画指導」（黎明書房）既刊。その他
多数。
●加茂川亨（美術43年度卒）
　定年後、水戸市展等々絵画、写真
などを公募参加しております。会
社OB会では絵画クラブで入会し
楽しんでおります。
●東福龍（美術46年度卒）
　現在、やきとり割烹「本陣」を創
業して早や30年になります。60代
になって健康に気をつけ趣味の釣
り、畑（有機野菜）食材作りに毎日
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楽しんで、むりをせずがんばって
います。校友のみなさん、九十九里
にお越しの節はお寄りください。
●内山江里子（美術平成3年度卒）
　7月8日〜13日（土）まで銀座なび
す画廊にて内山江里子展「森羅万
象〜木版画・ドローイング〜」を
開催いたします。13日はフルート
奏者、西村葵氏とフルート・ドロー
イングのコラボレーションを行い
ます。ご高覧いただければ幸いで
す。
●山口昭二（音楽25年度卒）
　音楽学科卒。日本大学芸術学部
魂が宿っているのでしょうか。今
でも（86才）元気に定期的（日本の
音楽展出演、洋楽寄席出演）演奏活
動を続けて居ります。
●安齋秀樹（音楽49年度卒）
　今年の3月末で沼田市立池田中
学校長を最後に38年間の教職生活
に終止符を打ちました。日芸で学
んだおかげでここまで来れた事に
感謝をしています。今後は音楽教
室を開きバイオリンを教えていき
たいと考えています。日芸の益々
のご発展をお祈り致します。
●牧野ゆき子（音楽53年度卒）
　今年4月、娘が日芸（文芸）に入学
致しました。江古田の入学式には
よしもとばななさんと作曲の先輩
森田公一さんが来てくださり、娘
と大喜びしました。これからまた
時々日芸に伺います。
●森岡高司（音楽56年度卒）
　ディズニーリゾートでショー
音楽を制作しております。ディズ
ニーシーのビックバンドビート
では、ディレクターをその他の
ショー音楽も手がけております。

本学出身者も多く、心強く思って
おります。
●木村愛美（音楽平成21年度卒）
　日芸で出会った音楽学の授業が
とても興味深く、卒業後も東大に
入りさらに2年間研究を続けまし
た。現在は地元である八王子市の
文化財団に勤めています。大学で
の学びを心に留め、音楽家と市民
の方々に寄りそいながら、業務に
当たりたいと思います。
●岩永隆（文芸38年度卒）
　当福岡江古田会は九州各県の校
友と共に各々の会の発展を願い会
の交流を大切にしていきたいと
思っています。又会の高齢化も急
速に進み若返りを如何にと考慮す
るも若い会員の知恵と力を得なく
てはなりません。若いエネルギー
を得る為に私共ロートル役員一同
頭を振り絞って頑張っています。
良きアドバイスを教え乞う次第で
す。
●飯田幸彦（文芸52年度卒）
　日芸時代は、映画を作っていま
したが、今はインターネット関連
の会社を経営しています。最近映
画作りと経営は似ていると思うこ
とが多くなりました。人生は楽し
いですね。
●石原忠夫（演劇33年度卒）
　学部先輩でもある木暮実千代さ
んを顕彰する「小暮実千代の会」が
昨年、郷里下関に発足。事務局を
手伝っておりますが、資料、遺品集
めが現状です。学部制作の「夜間中
学」という映画に出演の記憶があ
りますが、それら学校に残ってい
るものがあれば、お知らせ下さい。
●石川千穂子（文芸52年度卒）

　昨年は「日本人の知らない日本
語ドリル」をメディアファクト
リーから、今年は「世話の神話大図
鑑」をPHP研究所より刊行。「児童
文芸」誌に、新美南吉生誕百年を記
念して、詩人としての新美南吉の
特集を組みました。
●齋藤修（文芸55年度卒）
　皆様、御苦労様です。一般社団法
人ユニバーサル・コミュニケー
ション・デザイン協会を立ち上げ、
運営しています。（UCDA）フォン
トの開発等で美大系の大学との連
携を進めています。
●小柳安夫（文芸56年度卒）
　卒業して丸31年。文芸学科非常
勤講師として今も母校とのつなが
りがありますが、素晴らしいキャ
ンパスになった江古田校舎を見
て、こんな環境で学べる現在の学
生たちがうらやましい限りです。
ハード面の充実は以上の通り。私
としてはソフト面（自分の授業）の
充実に向けて日々努力します。
●植村家忠（演劇39年度卒）
　少子高齢化社会、町村の過疎化、
自主財源の減少、等々課題の多い
町運営に汗を流している毎日で
す。
●南川順二（演劇45年度卒）
　みんなで歌おう会を多摩地区で
行なっています。ギターとピアノ
で昔の歌声喫茶風コンサートで
す。健康作りとぼけ防止に良いと
思っています。最高齢者は94才の
方が来ておられ、いつも50名位の
人達が集まります。
●高木百樹（演劇48年度卒）
　コピーライター、デザイナー、カ
メラマン、編集者等をプロデュー



11

スして広告制作業を続けていま
す。主として不動産広告ですが、最
近は企業間タイアップの交渉を駆
使して販売促進の仕事も多々。広
告はサービス業ですが、「演劇学
科」での時間が応援しています。
●富田真由（演劇63年度卒）
　2010年12月に新島こども劇団を
主宰し、地元小学校体育館で2時間
のミュージカルをやりました。燃
えつきました。
●松本茂樹（放送40年度卒）
八柳誠（やつやなぎせい）のペン
ネームで時代小説を執筆しており
ます。長年放送作家をしておりま
したが、還暦の頃から小説に転向
しました。未だ新人の部類です。
●二見和男（放送44年度卒）
　契約職員終了後もキャスターと

して週5日ニュース番組を担当し
ています。北陸新幹線の開業を2年
後に控えてます。大きく変わる地
域の情報を伝え続けます。皆さん
も是非、北陸金沢へお越しくださ
い。
●祢津英彦（放送44年度卒）
　（株）文化放送は30年勤務。独立
して広告代理店設立、15年が経
ちました。業界も経済不況で厳し
かったのですが、スポンサーにめ
ぐまれ何とか15周年を迎える事が
できました。母校の発展を祈念し
ます。
●上原美智子（放送49年度卒）
　定年を過ぎた年令になりました
が、まだ、テレビ番組のタイムキー
パー（フリー）として、がんばって
います。と言うか使ってもらって

います。周囲は若い人ばかりでも、
楽しいで〜す!!
●藤井雅之（放送56年度卒）
今年の4月から静岡県の伊豆半島
の南半分を管轄する下田警察署の
署長をしています。管内は、温泉白
浜海水浴場、河津桜など見所満載
の観光地です。ぜひ一度お出掛け
ください。

第13回福岡江古田会アート展開催 5月9日〜14日

　“気楽なアート展”をテーマに第13
回福岡江古田会アート展を5月9日〜
14日、福岡アジア美術館交流ギャラ
リーにおいて開催しました。会場は
周辺に「博多座」や「ホテルオークラ」
があり、福岡市の中心に位置します。
今回の出展者は29名と過去最多。写
真、絵画、陶芸、書など個性豊かな作
品およそ170点が展示され、館内を彩
りました。細密な金魚のイラスト、一
抱えもある大壼、天井から床まで4m
もある巨大な人形の写真。また、福岡
県伝統工芸を記録した「八女極薄和
紙を漉く」のDVD上映もあり、訪れ
た人たちから「いろいろな分野の作
品が見られて楽しかった」、「日芸パ
ワーを感じました」、「大いに刺激に
なりました」との嬉しい感想を多数
いただきました。

　開催前日の5月8日、200㎡ほどあ
るギャラリースペースを皆で汗をか
き、作品をセッティングしたのが報

われた思いでした。高齢化が進む福
岡江古田会ですが、会員の表情もい
つになく晴々しているように思える
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第17回福岡江古田会総会 5月11日（土）　於：福寿飯店

写1 写2

　福岡江古田会総会（平成25年度）は
5月11日（土）に福岡市中央区の福寿
飯店で開かれた。最初に昨年のアー
ト展には元気に出品されていた阪本
猪一郎（S44年度卒・映画）会員が亡
くなりご冥福を祈って黙祷を行っ

た。出席者は来賓の野田学部長、綾部
校友会会長のほか校友、会員あわせ
て24名と例年に比べ少なかった。他
会同様ご多分に漏れず当会も会員の
高齢化と新入会員の減少が最優先課
題となっている。挨拶にたった粟村

支部長は会員の減少を危惧し、九州
各支部間の交流を図り会が長続きす
るように盛り立ててほしいとし、そ
の為には危機的状況の打破をと参加
者に訴えた。
　今年は役員改選期で長年幹事長

6日間でした。また来年もアート展を
通して交流の輪がさらに広がるのが
楽しみになりました。最後になりま
したが、東京、大阪、また沖縄を除く

九州各地からの協賛出展を数多くい
ただきました。快く出展くださった
校友皆様にはこの場をお借りして厚
く御礼申し上げます。

　アート展実行委員 
　西島善和（写真学科55年卒）
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宮城江古田会 5月18日（土）　於：北の一

　5月18日土曜日。仙台市内の街路樹
は一番美しい緑色となり、毎年恒例
の「仙台青葉まつり」が開催されてい
ました。今年の宮城江古田会総会・
懇親会は青葉区一番町の郷土料理

「北の一」にて、野田慶人学部長、綾部
東洋子校友会会長、深松勇校友会宮
城県支部長、國分一彦岩手江古田会
会長をお招きして行われました。
　総会の部では野田学部長より芸術
学部の近況報告があり、校舎だけで
はなく内容もリニューアルしている
事、江古田での通年教育が実現に向
かっている事など伺いました。私は
所沢校舎1期生でしたので、「通年教
育がようやく実現する！」というこ
とに特別な思いがあります。先輩方
と離ればなれだった経験は今となれ
ばいい思い出ですが、正直に言いま
すと当時は何かと不便がありまし
た。そして、会計報告・役員改正など
議事は承認され懇親会の部へ。

　「北の一」の親爺さんのスペシャル
なお料理にイラスト入りのお品書
き、竹酒に柚子ジュースなどを楽し
みながら朗らかに。森光正宮城江古
田会監事（映画43）の閉会の言葉にも
あったように「ご縁を大切に」してい
きたいと感じる貴重な交流の場とな

りました。
　店の外に出ると定禅寺通りは「青
葉まつり」の「宵流し・総踊り」がク
ライマックスに。すずめ踊りの祭連
を眺めながら賑やかな仙台の夜は更
けていきました。

（放送H4卒　佐藤　円）

を務めていた美野田肇氏（S39年度
卒・映画）が新会長となり。粟村皓司
会長（S35年度卒・映画）は相談役に、
其のほかの新役員には岩永隆副会長

（S38年度卒・文芸）、松村明幹事長
（S43年度・写真）、飛嶋慶一事務局
長（S44年度卒・写真）、横田文雄広
報担当事務局（S48年度卒・写真）、
西島善和アート展担当事務局（S54
年度卒・写真）、山田重寿会計（S35
年度卒・写真）、飛嶋邦子副会計（S44
年度卒・放送）、監査は芥川親雄（S32

年度卒・映画）、平田寛（S32年度卒）、
顧問に藤井克美（S30年度卒・写真）、
城島信行（S34年度卒・写真）、神田
啓一郎（S36年度卒・美術）が承認さ
れた。
　この後の懇親会は恒例の持ち寄
り品の福引きが行われ、黒江克彦氏

（S43年度卒・写真）から特別出品の
韓国の飯台を、長年かかってようや
く獲得した山田重寿氏は大はしゃぎ
するなどおおいに盛り上がった（写
真1）。此の後参加者全員で恒例の記

念撮影（写真2）をし、締めくくりは博
多手一本でお開きとなった。
　同時期に開催されていたアート展

（福岡アジア美術館・5/9〜14）には、
会員のほか原直久教授や熊本、長崎、
佐賀、鹿児島、大分など会員以外の他
支部、校友からも出品があり合わせ
て27人が参加した。年を追う毎にレ
ベルアップが図られ充実した展示と
なった。

福岡江古田会幹事長　松村明

　設立5周年を迎えるふくしま江古
田会の総会は会員18名が出席して郡
山市で開催されました。来賓として

学部長野田慶人教授、校友会綾部東
洋子会長それに日大校友会県支部森
栄一支部長をお迎えしました。

　挨拶した島崎恒夫会長は『5周年を
迎え記念のアート展を計画したが、
大震災で被害を受けた公共の施設が

5月25日（土）於：姑娘飯店ふくしま江古田会総会
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　平成25年度宮崎江古田会総会は6
月8日土曜日18時より、宮崎市の郷土
料理店「杉の子、桃太郎の間」にて、司
会の長嶺副会長の挨拶で始まった。
まず、後藤会長から挨拶があり、次に
事務局より平成24年度会計監査報
告、続いて次年度事業計画について
提案があり、機関紙「どげんしよっ
と」継続と校友からの原稿依頼、福岡
江古田会「アート展」出展協力、15周
年の節目の年に伴う記念事業の話な
ど提案があった。総会終了後、来賓と
共に記念撮影を行い、司会の米倉事
務局長進行で懇親会が始まった。ま
ず、物故者「二宮利雄氏　46年度卒」
への冥福を祈り、黙祷を行った後、

「日本大学校歌」の斉唱を声高らかに
歌った。そして後藤会長からの挨拶
では校友、来賓合わせて18名の皆様
へ感謝と江古田会が益々盛り上がる
様に訴えた。その後来賓の紹介があ
り、野田学部長、綾部校友会会長、岩
永福岡江古田会副会長、山田福岡江

古田会会計、福田熊本江古田会副会
長、後藤宮崎日本大学高等学校校長、
埼玉出身の栗城美恵子様（文芸卒）宮
崎日本大学高等学校教諭が紹介され
た。野田学長から100周年に向けたプ
ロジェクトの話、大学の現状、今後の
展開などの話があった。歓談後、恒例
の「3分間スピーチ」があり、大変盛り

上がった後ビンゴゲームが開催され
た。今回は皆さんの協力による景品
も沢山集まり、昨年以上の大受け大
成功であった。最後に岩永福岡江古
田会副会長の一本締めで無事、宮崎
江古田会総会・懇親会がお開きと
なった。

宮崎江古田会会長　後藤欣久

山形江古田会総会

　藝術学部校友会山形県支部（山形
江古田会）の平成25年度総会が、山形
グランドホテルで開催されました。
　来賓として、野田慶人藝術学部学
部長、綾部東洋子藝術学部校友会会

長、加藤賢一日本大学校友会山形県
支部副支部長、近藤博七日本大学山
形高等学校校長の方々をお招きしま
した。会員16名の参加と、今年は在学
生父母に加え卒業生父母の参加もあ

り、賑やかに開会しました。来賓祝辞
と紹介に続き、会計決算報告と監査
報告があり承認された後、総会は、例
年通り迅速に閉会しました。
　引き続き、同会場で皆さんお待ち

第14回宮崎江古田会総会

使えず民間の会場は1年先まで予約
済みで開催が難しく保留とした』と
のべ5周年にこだわらず準備が整っ
た時に開催する意向を示しました。
　総会は24年度の事業と決算報告を
承認し、25年度の事業として会報 
＜超感度＞第5号の発行と、予算案を
可決しました。次いで任期満了によ
る役員改選を行いました。

　その結果、会長島崎恒夫（留）副会
長吉田公之（留）事務長神山靖範（留）
会計尾形寛一郎（留）幹事酒井泰彦

（留）池上順子（新）田中聡（新）古宮未
奈子（新）監査役熊耳康昌（留）が承認
されました。
　最後に野田学部長が講話、日大創
立130周年に向けての意気込みを熱
く語りました。

　懇親会では野田教授の教え子が先
生、先生を連発して教授を独占。福島
民報に掲載中のマンガ、会津鶴ケ城
籠城戦にのぞむ若き日の新島八重を
描いた「オンテンバール八重」の原作
者高見沢功さんが自作を語り、初参
加の俳優佐野準さんが綾部会長の後
輩とあってサービスに努めるなど親
交を深めたひと夜となりました。

6月8日（土）　於：杉の子、桃太郎の間

6月16日（日）　於：山形グランドホテル
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　平成25年度青森江古田会の総会
が、7月6日青森市内の『ホテル青森』
で開催されました。
　総会は冒頭、高木保県支部長（演劇
S32年度卒）が今後の方向性などを
盛り込んだ開会の挨拶を行い、続い
て物故支部会員を偲び黙祷をしまし
た。今回は、来賓として、芸術学部校
友会の副会長で、学部次長でもある
原直久教授が出席され、芸術学部の
現況と今後の進路について述べられ
ました。このあと事務局長の高坂進
さん（写真S41年度卒）から、平成24
年度の青森江古田会の活動経緯と会
計報告、監査報告が行われ、全員一致
で承認されました。
　記念撮影のあと懇親会に移り、芸
術学部の講師の和田光弘さん（写真
S44年度卒）の挨拶のあと、角田周さ
ん（音楽S51年度卒）の音頭で乾杯。
会食しながら出席者全員の自己紹介
が行われ、一人一人壇上で、思い思い
の近況が述べられ、笑いが出るなど、
和やかな雰囲気となりました。
　今年は、青森江古田会発足5周年記

念として『5』に因んだ賞品が用意さ
れ、柴田園子さん（演劇H10年度卒）
の進行で抽選が行われました。「お
酒」「本」「「お菓子」などの他に、「5本
指」のついた靴下が当たるなど、会場
が大爆笑する場面もありました。
　楽しい雰囲気にひかれたのか、『竹
林坊』での二次会にはいつもより多
くの会員が参加しました。原先生を
囲んでの会話、若い人、老いた人が一

つになって、新しい校舎になって…、
昔の店が無くなって…、またあそこ
は今どうなったのか等の会話が行き
交い、盛り上がりました。歳をとると
出無精になりがちですが、仲間と交
わる事によって忘れていたことも思
い出され、貴重な一日となりました。

笹田　正治
（放送S38年度卒）

かねの懇親会が開会しました。日本
大学校歌斉唱から始まりました。来
賓祝辞に続き乾杯の後、懇親に入り
ました。今年は各年代の会員参加が
あり、「日藝」のつながりがより強く
感じられ、「江古田」の街に居る様な
雰囲気になりました。後半になり恒
例の会員近況報告、1分で終わらな
い「1分間スピーチ」の開始です。しか
し、司会の井澤聡（放送・昭和62年度
卒）幹事の進行力により、ちょうど良
い時間に収まりました。平成年度卒
業の会員参加も増えて、楽しく、明る
く、元気よく、会は進行しました。時
間の速さを感じながら、須藤一之（放
送・平成2年度卒）幹事長の一本締め

で中締め、閉会となり二次会へと進
みました。

支部長　横倉晋也
（美術・昭和52年度卒）

青森江古田会総会 7月6日（土）　於：ホテル青森
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佐賀江古田会総会 7月7日（日）　於：旅館あけぼの

　恒例の佐賀江古田祭り（芸術学部
校友会佐賀県支部総会）を、7月7日

（日）、佐賀市の旅館あけぼので行い
ました。
　総会には、前日の熊本江古田会に
引き続き、野田学部長、綾部校友会
長、熊本江古田会の奥村会長と川村
さん、福岡江古田会の飛島さんの出
席をいただき、賑やかに開催するこ
とが出来ました。
　野田学部長からは、今後の学部の
在り方・展望について、綾部会長か
らは、佐賀江古田会の活発な活動を
と叱咤激励を受け、久しぶりの再会
に暑さも吹き飛び、遅くまでお付き
合いいただきました。

　そして今回は、佐賀から嬉しい
ニュースを発信できます。
　佐賀からも芸術学部に進学されま

すが、卒業後、佐賀での受け皿が少な
く、なかなか故郷に戻ってくる人が
なく、佐賀江古田会も高齢化が進ん

　今年の熊本江古田会総会は7月の
第一土曜日6日に熊本市のホテルで
開きました。
　今回も野田学部長、綾部校友会会
長に出席していただきました。また
日芸関係では、佐賀の音成会長、福岡
から松村幹事長がご来熊。
　熊本江古田会は発足当初から、県

内の他学部校友会と交流を続けてお
り、今回は旧農獣医学部と歯学部の
方々と県支部の役員にも出席してい
ただきました。
総会では、まず野田学部長、綾部会長
から、学部の近況などについての報
告を伺いました。そして2015年に熊
本江古田会発足30周年を迎えること

から、役員を中心に企画展などを計
画していることを報告し、了承を得
ました。
　また各江古田会と同じように総会
出席者が減っていることから、今後
役員1人が参加者1人を確実に勧誘す
ることにしました。
　ところで例年、佐賀の総会の翌日
に熊本で開催するということが続き
ましたが、今年は熊本の翌日が佐賀
の総会になり野田学部長、綾部会長
とともに、佐賀の総会に参加しまし
た。佐賀の校友の方々には大変お世
話になりました。
　余談です。私は酔った勢いで「30年
記念にベネチアに行こう」と吠えた
ようです。これはベネチアで絵画の
勉強をした会員がいたためなんです
が、これが実現できたら、ほんとにい
いなあ〜と思っています。

会長　奥村隆志

28回目の熊本江古田会総会 7月6日（土）　於：熊本交通センターホテル
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　平成25年度の北海道江古田会総
会・懇親会が、7月27日（土）午後6時
より、札幌東武ホテルにて、来賓に綾
部東洋子会長、野田慶人学部長をお
迎えし、盛大に開催されました。総会
では、蓬田支部長の挨拶の後、牧議長
のもと、氏家事務局長、斗澤会計幹事
より諸案が説明され、満場一致で承
認されました。
　成田フォトサービスの記念写真撮
影の後、岩佐副支部長の司会により、
日大校友会札幌支部長代理の是安　
正之様の乾杯で、懇親会がスタート、
来賓挨拶では、綾部会長より校友会
の現状について。野田学部長からは、
芸術学部の取り組みについて、お話
をいただきました。
　今年も、会員による特別出演を企
画しました。演劇（55年入学）の堀　
裕子さんは、ジャズダンスで活躍中、
会場のスペース一杯にアーティス
ティックな見事なダンスを披露し、
参加者を魅了しました。
　今年は、新企画のジャンケンゲー

ムも取り入れましたが、落とし穴に
もめげずに勝ち抜いたのは、副支部
長の牧さんでした。
　福を呼ぼうと行っているスクラッ
チクジ、今年もちょっとの当たりが
でましたが、来年に期待しましょ
う！
　お忙しい中、駆けつけていただい
た、医学部の五十嵐院長、法学部の
八十島支部長、札幌日本大学浅利中

学・高校長。ありがとうございまし
た。
　楽しい時間は、瞬く間に過ぎ、札幌
日本大学学園　浅利　徹理事長の締
めにより、お開きとなりました。
　すばらしい校歌とともに、またの
再開を期して。

北海道江古田会会長　蓬田秀泰
（音楽42年卒）

でいました。そんな中、何と新会員
が誕生しました。それもまだ20代。
H21年・デザイン学科卒の小森あや
さん。H22年・写真学科卒の松尾匠
悟さんの2名。出席の熊本・福岡の江
古田会も羨むほどのサプライズとな
りました。
　もう一つは、会報の発行です。今ま

では、佐賀江古田会としての実績が
ありませんでしたが、今回、音成会長
が発奮され会報を発行することとな
りました。発行日は未定ですが、近々
に形にしたいと思っております。
　七夕の夜のごとく、年に1回しか会
えない方もいらっしゃいますが、久
しぶりに元気なお顔を拝見するだけ

でも、この会の素晴らしさを噛みし
めています。猛暑の中、お越しいただ
きました皆さまに改めてお礼申し上
げます。
　また来年お待ちします。

佐賀江古田会事務局　土井洋
（写49卒）

北海道江古田会総会 平成25年7月27日（土）　於：札幌東武ホテル
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○2013年7月20日〜9月1日
鞍掛純一＋日本大学芸術学部彫刻コー
ス有志が瀬戸内国際芸術祭2013に参加

（高松港）
○彫刻コース4年　増田稜子　個展
会場：表参道画廊　〒150-0001渋谷区
神宮前4-17-3アーク・アトリウムB02

日 程：2013年10月2日（水）〜10月7日
（月）
時間：12:00〜19:00
○内山翔二郎　個展／彫刻コース助手
会場：プラザギャラリー　東京都調布
市仙川町1-24-1-1
日程：2013年10月5日（土）〜10月27日

（日）
時間：10:00〜18:30 ／水曜定休
○「ジェロニモ」／鞍掛純一　冨井大

裕　内山翔二郎　彫刻コース有志
会場：TURNER GALLERY　東京都
豊島区南長崎6-1-3
日程：2013年10月19日（土）〜10月30日

（水）
○鞍掛純一　個展
会場：プラザギャラリー　東京都調布
市仙川町1-24-1-1
日程：2013年11月2日（土）〜12月22日

（日）
時間：10:00〜18:30 ／水曜定休
○松本隆　個展／彫刻コース非常勤講

師
会場：プラザギャラリー　東京都調布
市仙川町1-24-1
日程：2013年11月2日（土）〜11月24日

（日）
時間：10:00〜18:30 ／水曜定休

●「フォーカスイン‘2013」
　平成24年度卒業制作、映画演出Ⅲ／

映画技術Ⅲによる作品上映会「フォー
カスイン‘2013」が、平成25年6月24日〜
6月30日までの7日間、江古田校舎東棟
EB-2教室で行なわれました。72作品
が上映され、のべ870名余りが来場し盛
況のうちに幕を閉じました。
●平成25年度オープンキャンパス
　今年度のオープンキャンパスは平成

24年7月15日の海の日に江古田校舎で
行なわれました。映画学科では、PRビ
デオの上映、映画学科施設見学ツアー、
映像表現・理論コースの説明会、卒業
制作や映画演出Ⅲ／技術Ⅲの実習作品
上映会、進学相談が行われ、多くの受験
生が来場しました。

●今年度から一眼レフによる動画撮影
の授業「画像処理Ⅲ（DSLRムービー）」
を藤本ツトム先生（平2年度卒）により
開講しました。多数の受講希望者があ
りました。
●昨年度開講した冠授業のアマナプロ
フェッショナル講座を特別講座として
単発で5月27日に開講しました。テーマ
は「これからのビジュアル・コミュニ
ケーションに対する『スタンス』と『発
想』を学ぶ」でした。

●6月12日に客員教授大石芳野先生（昭
41年度卒）の特別講座「『ふくしま』その
現状と未来」が所沢校舎で行われまし
た。
●7月12日に江古田校舎で写真家佐久
間里美氏により特別講座が行われまし
た。テーマは「写真と絵画の境界につい
て」でした。
●「出て来い新人2—日本大学芸術学部
写真学科　気鋭学生写真展」をニコン
サロンbis新宿で7月2日から7月8日に開
催しました。出品者は4年次生の荒井真
丞、内山芳晴、魵澤和之、王佳曄、久保慶
多、黄吟茜、嶋本郁子、杉本卓也、藤井香
奈子、町田有理、簾希里子、楊　蔚です。
●平成16年以来途絶えていた「写真機
材展」をカメラメーカーなど12社の協

力により江古田校舎で時期を改め復活
させました。7月17日、18日に東棟2階
の学生ホールで行われました。
●高校生のためのワークショップを7
月27日、28日に開催しました。
●写真甲子園2013・東川フォトフェス
タ（8月6から11日）をバックアップしま
した。
●残念なお知らせですが、3年間にわ
たりゼミナールや報道写真の授業を担
当頂いた客員教授の管洋志先生（昭42
年度卒）が4月10日に67歳でご逝去され
ました。さらに長く写真学科で教鞭を
執られ、校友会でも活躍された大山俊
夫先生（昭21年度卒）が4月30日に88歳
でご逝去されました。ご冥福をお祈り
申し上げます。

美術ブロック

映画ブロック

写真ブロック

学科ニュース
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　平成25年度音楽学科主催演奏会は、
次の通りです。いずれも入場無料です
ので、お気軽にご来場ください。ただし
第112回定期演奏会は全席指定ですの
で、座席整理券が必要となります。詳し
くは音楽学科までお問い合わせくださ
い。

●第110回定期演奏会
於：練馬文化センター小ホール
10月10日（木）
17時30分開場／ 18時開演
＜出演者＞ピアノ：石井緑、浦本雅、阿
佐美まい、純田未樹、平田亞樹　ソプラ
ノ：橋本美優、愛宕結衣、佐藤綾子、髙
橋薫　メゾソプラノ：小林麻利子　バ
ス：齋藤翔　作品発表：佐藤里香　フ
ルート：滴草幸実　トロンボーン：藤
井玲美　オーボエ：鹿又寒太郎　打楽
器：伊藤諭

●第111回定期演奏会
於：なかのZERO大ホール
10月21日（月）
18時00分開場／ 18時30分開演
＜演奏曲目＞
根本修幣：「遥念」（作品発表：根本修幣）
モーツァルト：クラリネット協奏曲イ
長調（Cl.：寺島由紀子）
ドニゼッティ：歌劇「アンナ・ボレーナ」
より“私の生まれたあのお城”（Sop.：
増田未玲）
ハイドン：トランペット協奏曲変ホ長

調（Trp.：末吉菜美）
イベール：アルト・サクソフォーンと
11の楽器のための室内小協奏曲（Sax.：
渡辺定路）
ショパン：ピアノ協奏曲第2番へ短調

【Pf.楊麗貞（本学教授）】
○指揮　今泉　久・右近大次郎
○管弦楽　日本大学芸術学部管弦楽団

●第44回オペラ公演
於：練馬文化センター小ホール
11月6日（水）
18時開場／ 18時30分開演
＜演奏曲目＞
モーツァルト：歌劇「コジ・ファン・
トゥッテ」（ハイライト）
○指揮　江上孝則
○演出　岩田達宗

●第41回ファカルティーコンサート
於：芸術学部音楽小ホール
11月9日（土）
18時開場／ 18時半開演
音楽学科の教員による演奏会です。

●第49回室内楽の夕べ
於：所沢市民文化センターミューズ・
キューブホール
11月13日（水）
17時30分開場／ 18時開演
9月末に行われる室内楽学内演奏会に
おいて、優秀であった団体による演奏
会です。

●第25回ウインドオーケストラ定期
演奏会

於：練馬文化センター大ホール
11月19日（火）
18時開場／ 18時30分開演
＜演奏曲目＞

保科洋：「古祀」
A．リード：アルト・サクソフォーン
とバンドのためのバラード
A．リード：アルメニアン・ダンスパー
トⅠ・Ⅱ
V．パーシケッティ：吹奏楽のための
ディヴェルティメント作品42
P．ヒンデミット：吹奏楽のための交
響曲変ロ長調　他
○指揮　大木孝雄
○演奏　日本大学芸術学部ウインド
オーケストラ

●第42回ピアノコンサート
於：練馬文化センター小ホール
11月25日（月）
15時00分開場／ 15時30分開演
本学ピアノコースの学生による選抜演
奏会です。

●第112回定期演奏会
於：東京芸術劇場コンサートホール
12月13日（金）
17時30分開場／ 18時30分開演
＜演奏曲目＞
ヴェルディ：歌劇「シチリア島の夕べ
の祈り」序曲
ブラームス：管弦楽と合唱のための「運
命の歌」・「哀悼歌」
ワーグナー：楽劇「トリスタンとイゾ
ルデ」より前奏曲と愛の死
レスピーギ：交響詩「ローマの祭」
○指揮　矢崎彦太郎
○管弦楽　日本大学芸術学部管弦楽団
○合唱　日本大学芸術学部合唱団

●第34回新作室内楽の会
於：芸術学部音楽小ホール
12月20日（金）

音楽ブロック

○長谷川佐知子　個展／彫刻コース非
常勤講師

会場：プラザギャラリー　東京都調布

市仙川町1-24-1
日程：2013年11月30日（土）〜12月22日

（日）

時間：10:00〜18:30 ／水曜定休
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◇演劇系大学共同制作Vol.1「わが町
Our Town」を上演

　演劇の実技教育を担う東京都内の五
つの大学（桜美林大学、玉川大学、多摩
美術大学、桐朋学園芸術短期大学、日本
大学）が結集し、今年春に設立された東
京演劇大学連盟による第1回公演が、9

月5日（木）から8日（日）の期間、全5回に
わたり、東京池袋にある東京芸術劇場
シアターイーストで開催されました。
記念すべき初回公演は、日本大学芸術
学部演劇学科が中心となり、文化庁、日
本大学が主催、さらに「平成25年度次
代の文化を創造する新進芸術家育成
事業」として文化庁の委託を受け、ソー
トン・ワイルダーの名作『わが町Our 
Town』を上演。演出は日本大学芸術学
部演劇学科の桐山知也助教。5つの大
学の学生、教員が参加し、大いにその成
果を発揮しました。

◇洋舞コース有志が第26回All Japan 
Dance Festival-KOBEで神戸市長
賞を受賞！

　演劇学科洋舞コース有志が、本年度、
第26回全日本高校・大学ダンスフェス
ティバル（神戸）に創作コンクール部門

（大学）で参加出品。上演した作品『前
菜』が新境地を切り開く独創的な発想
の探求を高く評価され、見事「神戸市長
賞」を受賞しました。

◇第1回せんだい短編戯曲賞で大賞を
受賞！

　演劇学科劇作コース4年次生の松嶋

開場／開演時刻未定
提出作品より選抜された演奏会です。

●大学院修了演奏審査会［声楽・ピア
ノ］

於：芸術学部音楽小ホール
12月18日（水）
声楽：11時開演
ピアノ：15時開演

●大学院修了演奏審査会［弦楽・管楽］
於：芸術学部音楽小ホール

12月19日（木）
13時開演

●平成25年度大学院修了演奏会
於：練馬文化センター小ホール
平成26年3月13日（木）
開場／開演時刻未定
大学院修了演奏審査会において優秀で
あった院生の演奏会です。

●平成25年度卒業論文要旨発表会
於：芸術学部音楽小ホール

平成26年3月20日（木）
開場／開演時刻未定
卒業論文が優れていた学生による論文
発表です。

●平成25年度卒業演奏会
於：練馬文化センター小ホール
平成26年3月20日（木）
開場／開演時刻未定
卒業演奏審査会において優秀であった
学生の演奏会です。

■よしもとばななさんが第7回日藝賞
受賞記念公演

　第7回日藝賞を受賞したよしもとば
ななさんが、江古田校舎にて記念公演
を行い好評を博しました。
タイトル「作家への道、より道含む」
2013年6月7日
■平成13年度卒　佐島佑さんが日本

ホラー小説大賞読者賞を受賞
　佐島佑（本名：池里佑介）さんの、第
20回日本ホラー小説大賞（角川書店主
催）読者賞受賞作『ウラミズ』は、2013
年秋、角川ホラー文庫から出版される
予定です。
■第23回ゆきのまち幻想文学賞で3

年の永沼さんが入選
　文芸学科3年永沼絵莉子さん（ペン
ネーム：真瀬いより）が、小説「溶けな
い結晶」で第23回ゆきのまち幻想文学
賞に入選しました。入選作は「ゆきのま
ち幻想文学賞小品集23」に収録されま
す。
■伊藤園お〜いお茶新俳句大賞に文芸

学科から6名の受賞者
　「第24回伊藤園お〜いお茶新俳句大
賞」には、165万211句の応募があり、そ
の中から以下6名の文芸学科生の作品
が選ばれました。

【佳作】夕立を聞きながらただ鶴を折り
　小沼理（4年）／酉の市贔屓の役者と
袖ふれ合い　加藤澪（4年）／食卓の木
目なぞりて冴ゆる声　宮﨑綾（4年）／
早梅を隠し通せぬ良き日かな　笠原早
有実（文芸卒）／さよならを伝えず帰
りキャベツ割る　永沼絵莉子（3年）／
どうしたの何を焦るのソーダ水　鈴木
日向子（2年）

文芸ブロック

演劇ブロック



21

■カンヌライオンズ2013でブロン
ズを受賞

　ACCが国際的に通用する若手クリ
エイターの育成を目的として実施して
いるカンヌライオンズ「ヤングクリエ
イティブコンペティション」の国内選
考会で、電通の佐藤雄介さん（H18年度
卒）と長久允さんのチームがフィルム
部門の日本代表に選出され、6月にフ
ランスのカンヌで開催された国際大会
に出場しました。
　結果、ヤングライオンズフィルム部

門で見事ブロンズを受賞し、この部門
で日本を初めての入賞に導きました。

■卒業生出演作品が放送文化基金賞で
本賞を受賞

　名古屋の東海ラジオが制作したラジ
オドキュメンタリー「よみがえる話芸
　節談説教」が第39回放送文化基金賞
のラジオ番組部門で本賞を受賞しまし
た。本作のナビゲートとナレーション
を卒業生で講談師として活躍されてい
る神田京子さん（平成11年度卒・本名：
本田尚子）が担当されました。
　本作は、第67回芸術祭のラジオ部門
でも大賞を受賞しています。

■「中学生のための情報番組制作ワー
クショップ」のご報告

　平成22年度から練馬区と放送学科が

協同で実施している情報教育推進事業
「中学生のための情報番組制作ワーク
ショップ」が今年も6月29日から8月3日
にわたって行われました。区内の中学
校に通う19人の生徒が鈴木康弘教授の
指導を受け、学科の施設、機材を使って
ニュース番組の制作を行いました。
　制作した番組は、8月5日に江古田校
舎EB1教室にて開かれた講演会「テレ
ビ・メディアを考える」で上映され、
ワークショップのまとめとして、情報
を読み解き判断する力を身につけるこ
との大切さを鈴木教授がお話ししまし
た。

■上原清先生がご逝去されました。
　永年に亘り放送学科の専任教員とし
てご活躍された上原清先生が6月にお
亡くなりになられました。先生は、平成

優季さん（ペンネーム：綾門優季）が、
宮城県の仙台市文化事業団主催「第1回
せんだい短編戯曲賞」で大賞を受賞し
ました。同賞は、仙台市が舞台芸術に関
わる人材育成を目的に昨年新設したも
ので、受賞作品は松嶋さん自身が所属
する劇団で昨年9月に上演した『止まら
ない子供たちが轢かれてゆく』。受賞作
品は今後舞台上演されるほか、戯曲集
も製作される予定です。

◇後期実習発表スケジュール
　本年度後期も所沢校舎・江古田校舎
におきまして、さまざまな実習発表及
び卒業制作公演を実施いたします。校
友の皆様方のご来場をお待ちしており
ます。尚、発表に関しましては、全公演
インターネットからの事前予約が必要
です。詳しい予約スケジュール及び予
約方法に関しましては、
演劇学科ホームページ
http://theatre.art.nihon-u.ac.jp/
でご確認ください。

【後期発表スケジュール】
※タイトル及び詳しい内容は演劇学科
ホームページでご確認ください。
※　●＝所沢校舎　○＝江古田校舎

●舞台総合実習Ⅰ（演劇）《2年生》
・10月10日（木）〜12日（土）
・演出：加藤直
・所沢校舎ブラックボックス

○舞台総合実習VD（洋舞）《3.4年生》
・創舞指導：松永雅彦
・10月18日（金）・19日（土）
・江古田校舎中ホール

○舞台総合実習VA（演劇）《3.4年生》
・10月25日（金）〜27日（日）
・演出指導：田中麻衣子、梅山いつき
・江古田校舎・小ホール

○卒業制作（演劇）《4年生》
・11月14日（木）〜16日（土）
・演出：岩澤哲野（演劇学科4年生）
・江古田校舎・中ホール

●舞台総合実習Ⅰ（洋舞）《2年生》
・11月22日（金）・23日（土）
・創舞指導：加藤みや子、松永雅彦
・所沢校舎ブラックボックス

○舞台総合実習IVA（演劇）《3.4年生》
・11月29日（金）〜12月1日（日）
・作・演出：川村毅
・江古田校舎・中ホール

●舞台総合実習Ⅰ（日舞）《2年生》
・12月7日（土）
・創舞指導：藤間恵都子
・所沢校舎ブラックボックス

○卒業制作（洋舞）《4年生》
・12月13日（金）・14日（土）
・創舞指導：加藤みや子
・江古田校舎・中ホール

○卒業制作（日舞）《4年生》
・12月20日（金）・21日（土）
・創舞指導：花柳昌太朗
・江古田校舎・中ホール

放送ブロック



22

23年に定年を迎えられた後も非常勤講
師として教鞭をとられ「テレビ史」をご
担当いただいていました。また、在職時
には、テレビ番組のアーカイブにご尽

力いただき、放送学科に多くの映像資
料を収めていただきました。これから
も学科で大切に保管し、活用させてい
ただきます。ありがとうございました。

　慎んでご冥福をお祈り申し上げま
す。

■第5回JPCAデザインアワードで準
優秀賞等を受賞

　第5回JPCAデザインアワードは、一
般社団法人日本電子回路工業会が東京
ビックサイトでおこなわれる電子回路
部品を中心としたマイクロエレクトロ
ニクスショー「JPCA Show」のメイン
ビジュアルを募集するコンペティショ
ンです。そのポスターコンペで高橋弦
人さん（コミュニケーションデザイン
コース3年）が準優秀賞を授業。伊藤亜
友里さん（コミュニケーションデザイ
ンコース3年）が優秀賞。武藤由莉さん

（コミュニケーションデザインコース3
年）が奨励賞を受賞しました。

■サンノゼ州立大学、デザイン学科視
察記念で中西元男氏（PAOS）が特
別講演

　5月29日にサンノゼ州立大学がデザ
イン学科を視察しました。その視察記
念としてNTTをはじめとして数多く
の企業のCIを手がけたCI戦略コンサ
ルタントの中西元男氏の特別講演会が
行われました。デザインの考え方から
デザイン教育のあり方まで非常に内容
の濃いお話を聞くことができました。
その後、サンノゼ州立大学との軽食を
囲んだ交流会も行われ、情報交換が活
発におこなわれました。

■ハイナー・ゲッペルス氏（Heiner 

Goebbels）の公開特別講義
ドイツを代表する現代音楽の作曲家と
して、数々の音楽劇を展開しているハ
イナー・ゲッペルス氏の公開特別講義
が7月16日に江古田校舎にて、デザイン
学科、音楽学科、演劇学科合同で開催さ
れました。同氏は、ギーセン・ユストゥ
スリービッヒ大学応用演劇研究所教授
として教鞭をとる一方、近年は国際イ
プセン賞の受賞をはじめ、ルールトリ
エンナーレ（Ruhrtriennale2012-2014）
の芸術監督も務めています。歌、音楽、
演劇、映像などといった様々な表現手
法を取り入れた音楽劇の魅力などにつ
いてお話しいただきました。

■「第8回金の卵オールスターデザイ
ンショーケース」に出展

　全国からデザイン系の大学の学生作
品を集め展示する「第8回金の卵オール
スターデザインショーケース」展が8
月29日から9月8日まで、六本木のアク
シスギャラリーで開催されました。デ
ザイン学科からは、インダストリアル
コース3年の岡田映子さんと南出由裕
さんの作品が授業課題部門に出品さ
れ、好評を得ました。

■桑原淳司教授の個展「SOMETHING 
WONDERFULL」を開催

　桑原教授の個展が9月17日から26日
まで、江古田校舎A＆Dギャラリーに
て開催されました。2005年の海外研修
でヨーロッパの主要都市を巡り、歴史
的建造物から新しい都市計画、環境計
画に至る約9000カットにも及ぶ画像や
スケッチを制作。今回はその中から教
授自身が特に素晴らしいと思われるも
の150点ほどが展観されました。

■卒業生の活躍
　熊田綾菜さん（平成22年コミュニ
ケーションデザインコース卒）が「和紙
の里ひがしちちぶ展」（版画フォーラム
2013）で埼玉県知事賞を受賞、「第12回
南島原市セミナリヨ版画展」で入賞を
果たしました。深澤直子さん（平成22
年コミュニケーションデザインコース
卒）も「和紙の里ひがしちちぶ展」にて、
みどうの杜奨励賞を受賞しました。

■コミュニケーションデザインコース
3年生による展覧会のご案内

　コミュニケーションデザインコース
3年生による展覧会「デザインサーカス
展」が下記により開催されます。授業課
題で制作した作品が多数発表されます
ので、是非ご覧下さい。
日程：11月27日〜12月19日
場所：江古田校舎ギャラリー棟、芸術
資料館

デザインブロック

SAGRADA FAMILIA Architect: Antonio Gaudi 
Barcelona,Spain
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　この原稿の締切日をちょっと過
ぎたところで、2020 年のオリンピッ
ク開催地が東京に決定しました。
　80 年代、僕が高校生の頃に観た
アニメ映画「AKIRA」の舞台は
2019 年 で す が、 そ こ で も 翌 年 の
2020 年にはネオ東京オリンピック
が予定されていました。優れた作
品は時として偶然を呼び寄せます
ね。

（青木）

編 集 後 記

会期　2013（H25）年12月11日（水）〜12月23日（月）
会場　国立新美術館1階展示室1A室
搬入　11月29日（金）10：00〜　作品50号以上
案内　土日会事務局　0422-48-1007（T＆F）
遠慮なくお問い合わせください　事務局　三浦裕之

第38回土日会展；絵画作品を公募しています

芸術祭のご案内
（株）スタジオ・マイ

▲

1973年設立。
ビジュアルから立体に至る、デザイ
ン全般を受け持つ。10月に39年（サ
ンキューイヤー）を迎える。

（株）スピーチ・バルーン

▲

1985年
発足。絵本、コミック、アニメ他、企画
本の制作、出版プロデュースを主と
し、グループ4社の進行管理を担う。
また、各種イベントの企画・構成・
プロデュースなども行っている。

（株）スタジ オ・ マイ ☎03-5999-8611
（株）スピーチ・バルーン ☎03-5999-6911

design：スタジオ・マイ



2014年度一般入学試験〈第1期〉・〈第2期〉日程

※ 一般入学試験に関する〈第 1 期〉各期日はすべて2014年のものとします。
※ 出願受付開始期日は2014年 1 月 8 日（水）、一般入学試験〈第 1 期〉の入学手続きは二段階手続方式が可能。
 二段階方式の最終入学手続期限は2014年 3 月25日（火）とします。
※ 放送学科以外の各学科は一次・二次の区分なく全受験生に対して行います。放送学科の二次試験は一次試験合格者のみ
 行います。
※ 1 月27・28日、 2 月 3 ・ 4 日（いずれも月・火）のみ、日本大学入試センターの窓口にて出願受付を行います。
 （受付時間＝10：00～16：00）
※ 1 月28・29日、 2 月 4 ・ 5 日（いずれも火・水）のみ、日本大学芸術学部江古田校舎にて出願受付を行います。
 （受付時間＝10：00～16：00）

※ 一般入学試験に関する〈第 2 期〉各期日はすべて2014年のものとします。
※ 出願受付開始期日は2014年 1 月 8 日（水）、入学手続期限は2014年 3 月25日（火）とします。
 一般入学試験〈第 2 期〉に関しては一括での手続きとします。
※ 放送学科以外の各学科は一次・二次の区分なく全受験生に対して行います。放送学科の二次試験は一次試験合格者のみ
 行います。
※ 2 月24・25日（月・火）のみ、日本大学入試センターの窓口にて出願受付を行います。
 （受付時間＝10：00～16：00）
※ 2 月25・26日（火・水）のみ、日本大学芸術学部江古田校舎にて出願受付を行います。
 （受付時間＝10：00～16：00）

写　　真
（43）

美　　術
（30）

音　　楽
（43）

放　　送
（54）

デザイン
（40）

映　　画
（64）

文　　芸
（60）

演　　劇
（40）

1 月28日（火）

2 月 4 日（火）

1月28日・29日
（火・水）のみ

窓口受付

2 月 4 ・ 5 日
（火・水）のみ

窓口受付

2 月 4 ・ 5 ・ 6 日（火・水・木）

2 月11 ・ 12日（火・水）

2 月11日（火）

2 月 4 ・ 5 日（火・水）

2 月11 ・ 12日（火・水）

一次　2 月 4 日（火）
二次　2 月 7 日（金）

2 月13日（木） 13：00
芸
術
学
部
江
古
田
校
舎

2 月27日（木）

3 月 6 日（木）

2 月13日（木） 13：00

2 月20日（木） 13：00

一次　2 月 6 日（木） 14：00
二次　2 月13日（木） 13：00

出 願 受 付 締 切 期 日
郵送（必着） 窓口受付 試　験　期　日 合 格 発 表 日 時試験場 入学手続締切期日

2 月 4 ・ 5 日（火・水）

学科及び
募集人員

Ⅰ  一般入学試験諸日程〈第1期〉（募集人員374名）

写　　真
（5）

映　　画
（10）

美　　術
（5）

音　　楽
（5）

文　　芸
（10）

演　　劇
（7）

放　　送
（12）

デザイン
（3）

全学科
2 月25日（火）

2 月25 ・ 26日
（火・水）のみ

窓口受付

3 月 4 ・ 5 日（火・水）

3 月 4 ・ 5 日（火・水）

3 月 4 日（火）

3 月 4 ・ 5 日（火・水）

一次　3 月 4 日（火）
二次　3 月 7 日（金）

芸
術
学
部
江
古
田
校
舎

3 月25日（火）

3 月13日（木） 13：00

3 月13日（木） 13：00

一次　3 月 6 日（木） 14：00
二次　3 月13日（木） 13：00

出 願 受 付 締 切 期 日
郵送（必着） 窓口受付 試　験　期　日 合 格 発 表 日 時試験場 入学手続締切期日

3 月 4 日（火）

学科及び
募集人員

Ⅱ  一般入学試験諸日程〈第2期〉（募集人員57名）


